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大田病院の「理念」
私たちの病院は
①　だれでも安心してかか
れる病院

②　心の通いあう、あたた
かい病院

③　地域の人々と共に歩む
病院

であることをめざします。

大田病院は基幹型
臨床研修病院です

　

２
０
２
２
年
度
の
診
療
報
酬
の
改

定
に
よ
り
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
（
病
棟
）
に
て
、
心
大

血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
急
性
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
発
作
、

そ
の
他
急
性
発
症
し
た
心
大
血
管
疾

患
ま
た
は
手
術
後
術
後
の
状
態
）
の

リ
ハ
ビ
リ
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
化
に
よ
り
循
環
器

い
ま
す
。
ま
た
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
で
は
急
性
期
よ
り
長
い
時

間
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
向
上
の
み
で
は

な
く
、
疾
患
管
理
や
再
発
予
防
、

復
職
等
に
向
け
て
の
指
導
を
徹

底
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で

　
　
　
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
は
じ
め
ま
す

心肺運動負荷試験（ＣＰＸ）（Photo by フクダ電子）

を
主
体
的
に
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

循
環
器
系
の
資
格
取
得
者
は
、
他
に

も
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導

士
１
名
、
心
不
全
療
養
指
導
士
１
名

が
在
籍
し
て
お
り
、
心
強
い
体
制
で

す
。

　

ま
た
今
回
、
心
肺
運
動
負
荷
試
験

装
置
（
Ｃ
Ｐ
Ｘ
）
を
導
入
し
、
循
環

器
内
科
医
、
臨
床
検
査
技
師
に
よ
り
、

呼
吸
・
循
環
・
代
謝
指
標
を
測
定
し
、

こ
の
科
学
的
な
指
標
を
用
い
て
安
全

で
効
果
的
な
運
動
処
方
と
リ
ハ
ビ
リ

の
効
果
判
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
体
制
と
設
備
に
よ
り
、

自
信
を
持
っ
て
心
疾
患
患
者
さ
ま
へ

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
大
田
病

院
で
は
提
供
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

対
象
の
患
者
さ
ま
が
い
ま
し
た
ら
ご

紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　理
学
療
法
士

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士

中
　
野
　
　
亮

　

今
回
の
改
定
を
機
に
、
大
田
病
院

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

で
も
心
疾
患
患
者
さ
ま
の
受
け
入
れ

を
開
始
い
た
し
ま
す
。
大
田
病
院
は

心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
料
Ⅰ
の
最
上
位
の
基
準
を
有
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
国
の
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
全
体

で
は
約
２０
％
と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

運
動
療
法
、
食
事
療
法
、
疾
患
管

理
指
導
を
含
め
た
包
括
的
な
心
大
血

管
リ
ハ
ビ
リ
に
は
、
医
療
専
門
職
間

の
連
携
や
チ
ー
ム
医
療
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
は
心
臓
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士
、
循
環
器

認
定
理
学
療
法
士
の
資
格
を
取
得
し

て
お
り
、
技
術
指
導
を
ス
タ
ッ
フ
に

行
っ
た
り
、
病
棟
看
護
師
と
の
連
携

疾
患
患
者
が
増
加
し
て

い
る
背
景
か
ら
、
循
環

器
病
対
策
基
本
法
が
制

定
さ
れ
、
国
と
し
て
も

循
環
器
病
対
策
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
循
環
器

疾
患
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
の

必
要
性
が
増
し
て
い
る

た
め
で
す
。

　

急
性
期
病
院
と
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
（
病

棟
）
と
の
連
携
に
よ
り
、

心
疾
患
の
患
者
さ
ま
が

急
性
期
治
療
終
了
後
に

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院

（
病
棟
）
で
リ
ハ
ビ
リ

を
実
施
す
る
こ
と
で
、

Ａ
Ｄ
Ｌ
・
歩
行
速
度
等

の
向
上
が
有
意
に
図
れ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て



リ クートーレ

　

２
０
１
０
年
の
病
院
建
て
替
え
時

は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
り

基
金
の
設
立
な
ど
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
導
入
か
ら

１０
年
が
た
ち
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
部
品

が
な
く
な
れ
ば
故
障
時
に
復
旧
で
き

な
く
な
る
の
で
新
機
種
更
新
を
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
医
局
を
中

心
に
選
定
を
重
ね
、
今
年
３
月
着
工
、

５
月
新
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
稼
働
し
ま
し
た
。

こ
の
間
他
病
院
で
検
査
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し

た
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
技
術
革
新
が
早
い
機
種

で
、
１０
年
の
間
に
も
多
く
の
改
良
が

あ
り
ま
し
た
。
ノ
イ
ズ
軽
減
技
術
で

の
画
質
向
上
。
演
算
処
理
技
術
向
上

に
よ
る
撮
影
時
間
短
縮
。
３０
分
の
検

査
が
２０
分
ほ
ど
で
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
撮
影
法
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｂ

Ｓ
（
全
身
Ｄ
Ｗ
Ｉ
：
Ｐ
Ｅ
Ｔ

－

Ｃ
Ｔ

の
疑
似
的
な
も
の
）
も
撮
影
可
能
な

機
種
を
選
定
し
ま
し
た
。
機
種
選
定

で
は
安
全
性
の
面
か
ら
も
考
慮
い
た

し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
に
起
き
た

液
体
ヘ
リ
ウ
ム
の
放
出
（
原
因
不
明

の
も
の
は
自
然
ク
エ
ン
チ
と
い
い
ま

す
）
の
際
は
煙
の
よ
う
に
な
っ
て
出

て
い
き
、
消
防
車
が
呼
ば
れ
る
事
態

と
な
り
、
予
定
さ
れ
た
検
査
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
新
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
ご
く

少
量
の
ヘ
リ
ウ
ム
を
使
い
、
放
出
も

さ
れ
な
い
最
新
技
術
設
計
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
脳
ド
ッ
ク
な
ど
で
新
し
い

検
診
の
コ
ー
ス
も
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
必
要
な
検
査
を
ご
紹
介
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
放
射
線　
課
長　

平
澤
）

４病棟看護師　　　
生 方 真 裕　

　大田病院に入職し７年
目になり、現在は呼吸器
病棟で働いています。私
には２歳になる子どもが

います。水たまりがあると迷いなくジャン
プして遊び、ダンゴムシを見つけるだけで
キャッキャと楽しそうにしている姿をみて
いると、ふと私が小さいときはどんなだっ
たかなと思い返すときがあります。
　私が幼少期の頃、母は体調を崩すことが
多かったです。小学生のときに外食や出来
合いの食事が続いたときに「親ならご飯作
って当たり前でしょ」と１回だけ母に言っ
てしまったことがあり、本当に最低なこと
を言ってしまったと今でも覚えているほど
反省しています。小学生の私が当たり前と
思っていたことがどれだけ大変なことだっ
たかを、自分が親になり身に染みる程感じ
ております。
　その他にも親になり視点が変わったから
こそ気づくことが多々あり、両親の偉大さ
とありがたさを感じています。現在は両親
ともに元気で孫である私の子をとても可愛
がってくれています。親孝行し少しでも恩
を返していけたらと思います。
　次回は、医療相談室の若林実法さんです。

オンライン地域健康講座のお知らせ
１．もしかして、糖尿病　①　②　糖尿病専門医　金子
２．前立腺肥大の治療について　泌尿器科　中村文彦

Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

糖尿病　① 糖尿病　② 前立腺肥大症

左のＱＲコードから
視聴できます。

７月より大田区がん検診がはじまっています
以下の検診が当院および大田病院附属大森中診療所で来年２月末
（血液検査は３月末）まで受けられます。

◦胃がん検診（エックス線検査）　自己負担額 1,000円
　対象：40歳以上
◦胃がん検診（内視鏡検査）　自己負担額 1,500円　対象：50歳以上

胃がん検診は大田病院にて予約・実施しております。

　以下の検診は大田病院附属大森中診療所で実施しております。
◦肺がん検診　自己負担額 500円
　　　　　　　（喀痰検査実施の場合：＋500円）対象：40歳以上
◦大腸がん検診　自己負担額 200円
◦乳がん検診　自己負担額　偶数年齢 500円　奇数年齢 4,000円
　対象：40歳以上の女性
◦前立腺がん検診　自己負担額（免除あり）500円
　対象：60・65・70歳の男性
　他、以下の検診・健康診断が受けられます。
◦骨粗しょう症健診　自己負担額（免除あり）500円
　対象：40・45・50・55・60・65・70歳の女性

特定健康診査・長寿健康診査・大田区健康診査　健康診査は来年３月
末まで受診できます。


